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受 付 番 号 第１２号 

受付年月日 令和７年５月２９日 

件 名 ６６１億円の新病院整備費等で高齢者運賃助成制度の改悪にならないよう求める請願 

請 願 者 

三田市〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

三田市民病院をまもる会 湊 圭子 

要 旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜請願趣旨＞ 

高齢者運賃助成制度は、高齢者（７０才以上）の外出を促進し日常の移動を支援

するとして、１９９９年(１年間７，５００円助成)が始まりました。２００２年か

らは９，０００円助成、２００７年からは９，５００円助成、２０１８年からは

７，５００円助成が行われています。多くの高齢者が利用し喜ばれています。通

院、買い物、施設利用等への外出の機会に利用しているからです。それは、健康や

生きがいに密接につながっています。助成額増額や使い勝手の良さの追求などの声

は出ていますが減額は望んでいません。 

そんな中、市外に巨額の財政規模で新病院を整備することなどで、市民サービス

の改悪が行われようとしています。 

 当会の行った「改悪は困る市民サービス」アンケートでも高齢者運賃助成の減額

は困ると９６人（１１５人中）が回答されました。 

 高齢者運賃助成が充実し、使い勝手の良い制度となることを市民は求めていま

す。 

 

＜請願事項＞ 

高齢者運賃助成制度を充実させ、使いやすい制度にすることを強く求めます。 

紹 介 議 員 水元 サユミ 

付託委員会 生活地域常任委員会 

 


